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序　　　　文

　長岡京市は京都盆地の表玄関に位置し、東に河川が流れ、西に山々が連なるという

地の利に恵まれており、今も昔も人が生活するのに適した環境にあります。

　当地にはかつて「長岡京」という都がおかれ、王城の地として栄えたのを含め、

様々な時代の文化が刻まれています。

　本書で報告しますのはＪＲ長岡京駅の東口を南北に通る市道０２０７号線拡幅工事に伴

う埋蔵文化財発掘調査の調査成果です。

　周辺には長岡京を始め、永井氏勝龍寺城跡、神足遺跡といった遺跡が重複して所在

し、これまで数多くの調査が実施されております。

　今回の調査でも、永井氏勝龍寺城跡や神足遺跡などに関する新たな発見がなされて

おり、たとえ道路の拡幅という細長いトレンチ調査でも十分に成果を導き出せること

が実証されております。

　これらの調査成果を有効に活用し、さらに周辺での成果と合わせ、長岡京跡をはじ

めとする市街地内の遺跡の解明に努力しているところです。

　最後になりましたが、調査の実施・整理にあたり、ご指導、ご協力いただきました

関係機関、関係者の方々に厚くお礼申し上げますとともに、今後もなお一層のご支援

を賜りますようお願い申しあげます。

　平成１５年３月

����������������������財団法人　長岡京市埋蔵文化財センター

�������������������������理事長　芦　田　富　男　　



凡　　　　例

１．本書は、財団法人長岡京市埋蔵文化財センターが長岡京市東神足一丁目地内で行った長岡京

跡右京六条一坊二・三町、神足遺跡、近世勝龍寺城跡に関係する発掘調査の概要報告である。

２．発掘調査は、長岡京跡右京第７４８次調査として、北調査区（７ＡＮＭＳＬ‐７地区）を２００２年

１０月１日から１０月２３日まで岩崎誠が、南調査区（７ＡＮＭＷＹ‐８地区）を２００２年１１月２５日か

ら２００３年１月１７日まで山本輝雄がそれぞれ担当した。調査面積は、北調査区が１３８㎡、南調査

区が１５３㎡の計２９１㎡であった。

３．長岡京跡の調査次数は、宮域、右京域、左京域にそれぞれ分けて調査件数を通算したもので

あり、本調査は右京域での第７４８回目にあたる。調査地区名は、基本的に前半が奈良文化財研

究所による遺跡分類表示、後半は京都府教育委員会『埋蔵文化財発掘調査概報』（１９７７年）収

録の旧大字小字名をもとにした地区割りに従った。

４．長岡京の条坊名称は、山中章「古代条坊制論」『考古学研究』第３８巻第４号の復原に従った。

５．本文の（注）に示した長岡京に関する報告書のうち、使用頻度の高いものについては、『長

岡京市埋蔵文化財調査報告書』第２集（１９８５年）に従って略記した。

６．長岡京跡に関する調査の場合、正式な遺構番号は調査次数＋番号であるが、本書では煩雑を

避けるため調査次数を省略している。

７．遺物写真は、杉本和樹氏（西大寺フォト）に撮影を依頼した。

８．本書の執筆は、北調査区に関係する内容を岩崎が、南調査区を山本がそれぞれ担当し、まと

めと編集はこの両名で行った。

※　表紙カット　竪穴住居ＳＨ５２出土の磨製石鏃�

��



第１図　長岡京と調査地の位置（１／４０，０００）
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１　はじめに

　今回の長岡京跡右京第７４８次調査は、長岡京市東神足一丁目地内に所在する市道０２０７号線の拡

幅工事に伴って実施したものである。市道０２０７号線は、ＪＲ京都線長岡京駅のすぐ東側を南北に

走る２車線の道路で、ガラシャ通りという愛称でも呼ばれている。調査の対象地は、南北に大き

く離れていたため、北側を北調査区（７ＡＮＭＳＬ－７地区）、南側を南調査区（７ＡＮＭＷＹ－

８地区）と呼称して調査を進めることにした。両調査区の現状をみると、北調査区はもと石油の

精油所で、平成４年頃から駐車場として使用されていた敷地の東辺部にあたる。これに対して、

南調査区は広大なグラウンドの西辺部で、そこは毎春美しい花を咲かせる見事な桜並木になって

いた。

　当地を地形的にみると、更新世に形成された低位段丘Ⅰ上に立地しており、比較的安定した地

盤であることが明らかになっている。現地表面の標高は、北調査区が２０．２～２１．９ｍ、南調査区で

は１９．６～２０．８ｍほどあり、両調査区ともおおむね北から南に緩やかに傾斜していた。調査地の東

約１５０ｍには、桂川の支流の一つである小畑川が南流しているが、川のすぐ東側は比高６～７ｍ

ほどの段丘崖となって自然堤防や後背湿地に至っている。

　調査地は、長岡京跡のほぼ中心に位置する右京六条一坊二・三町にあたることはもとより、弥

生時代の拠点的な大集落として著名な神足遺跡の範囲内にも含まれ、さらには寛永１０（１６３３）年

に永井直清が構築した近世勝龍寺城跡にも想定されている。周辺では、これまでに右京第２４�次�、
（注１）

同第６１�次�、同第２７９�次�、同第２９０�次�、同第３８２�次�、同第４０１�次�、同第４９４�次�、同第５２４�次�、同第６９６�次�、
（２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９）
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第２図　発掘調査地位置図（１／５，０００）



左京第２２３�次�など数多くの発掘調査が実施され、長岡京期はもとより、弥生時代から近世に至る
（１０）

までの遺構、遺物が数多く確認されていた。特に、北調査区の西に隣接する右京第４０１次調査で

は、近世勝龍寺城の屋敷地、古墳時代の土壙墓群、弥生時代の方形周溝墓群などが、また東に隣

接する右京第６１次調査では中・近世や弥生後期から古墳初頭の遺構が確認されている。一方、南

調査区の南西に隣接する右京第２７９次調査では、近世勝龍寺城の本丸内施設や弥生中期を中心と

した竪穴住居跡群などが確認されており、こうした周辺での調査状況を考慮すると、今回の調査

においても同様の成果を得られることが充分に予測された。

２　調査経過

　今回の調査区は、先にも述べたように南北２個所に大きく離れており、当初は両者を併行して

進める予定であった。ところが、南調査区の予定地にある桜並木の撤去作業が調査の着手日まで

に間に合わなかったことから、まず北調査区から始めることになった。

　北調査区の調査では、対象地に東西幅３ｍ、南北長４６ｍの調査範囲を設定した。近年の土地利

用の変遷や、当調査区の西で実施した右京第４０１次調査成果を基に、１０月１日から地表面の駐車

場整地盛土から近世包含層までを重機で除去し、以下を人手による詳細な調査対象とした。しか

し、重機掘削段階で、調査区の東辺に沿って、東辺から約１ｍ西で、シートパイルによる土留め

壁を検出した。この土留め壁は、一部撤去されていたが、大部分の範囲にシートパイルそのもの

が残っていた。また、円形給槽、給槽所施設などのコンクリート基礎がそのまま埋め立てられて

いる箇所や、給槽所解体時の掘削撹乱抗などもあった。このため、遺構の検出作業が計画通りに

実施できたのは、調査区南端の３ｍ区間だけで、調査区北端から南へ約３５ｍまでの間は、幅約２

ｍしかなかった。それでも、近世から弥生時代に至るまでの遺構を確認することができ、１０月２２

日から埋め戻しに着手し、それが終了したのは１０月２３日であった。

　一方、南調査区の調査は、遅れていた桜並木の撤去が終了した１１月２５日から開始することにな

り、東西幅約３ｍ、南北長約５０ｍの狭長な調査区を設定し、重機による掘削に着手した。そして、

１１月２８日から作業員を動員して壁面の調整や遺構検出のための平面精査を進めたところ、遺構検

出面は地表から浅く、しかも桜の根株跡やそれを除去する際につけられた重機の爪痕などによっ

て撹乱を受けていた個所が少なからず認められた。それでも、弥生時代中期の竪穴住居を中心に

長岡京期の土坑や平安時代のカマドなどの遺構を相次いで検出することができ、遺構の密度が極

めて高いことを知ることができた。遺構の掘り下げがほぼ終了した１２月２５日に全景写真を撮影し、

年末、年始の休暇により調査を一旦休止した。翌２００３年の１月７日から調査を再開し、８日から

断面の実測、１４日からは平面の実測作業を行った。そして、発掘用資材などの撤収やグラウンド

への進入路の埋め戻しなどを行い、１７日には現地での作業をすべて終了することができた。

　なお、遺物の取り上げなどに際しては、南北方向に５ｍ間隔で地区割を行い、南から順に１区

から１０区までの名称を与えた。

２　調査経過



３　検出遺構

　（１）北調査区の遺構

　①�基本層序

　当調査区の土層堆積は、基本的に４層からなる（第３図）。第一層は、現在の地位表面を構成

する駐車場整地盛土と、給槽所設置時の造成盛土から解体時の掘削撹乱土までの層である（同図

第１層）。第二層は、竹薮や畑作時の客土または耕作土と考えられるもので、厚さ０．１５～０．２ｍの

３層からなる砂質土堆積である（同図第２～４層）。第三層は、畑の耕作土と考えられるもので、

第二層に類似する砂質土を基調に、下にある堆積土の細かい撹拌混入が見られる堆積層である

（同図第８・１０層）。第四層は、段丘を構成する堆積と考えられるもので、黄色系シルトまたは礫

層である。当調査区では、第四層が遺構検出面になっていた。遺構検出面標高は、北調査区北端

で２１．２ｍ、南端で２０．６ｍで、北から南に緩やかに傾斜していた。以下、新しい遺構から報告する。

　②�近世の遺構（第３図、図版１・３～５）

　近世の遺構には、堀ＳＤ０１と溝ＳＤ０２・０３・０６・０７、土坑ＳＫ０８、柱穴状遺構などがある。ま

た、当調査区の東で実施された右京第６１次調査などの周辺部調査検出遺構に、当調査検出遺構と

密接な関係にあると思われるものがあるので、これについても触れておく。

堀ＳＤ０１　幅約１．５ｍ、深さ約０．５～０．８ｍの規模で、底は幅約０．６ｍの平坦面をなす（第３・４

図、図版３～５）。断面逆台形の整った形状に掘られたものである。北で東に約５度の振れ角を

もって直線的に南北に掘られており、南端では直角に東に折れ曲がる。屈曲部の中心座標はＸ＝

－１１９，５９５．７６ｍ、Ｙ＝－２６，９３０．５３ｍである。堀底は、検出範囲北端の標高が約２０．５ｍ、南端屈

曲部は約２０．４ｍで、南に向かって僅かに傾斜している。埋土は基本的に上下２層からなるが、下

層は北端で無くなり、上層は場所によって異なる。屈曲部の東延長上には、右京第６１次調査で検

出された東西方向の溝ＳＤ６１０１があ�る�。この溝は、西で北に約５度の振れ角で直線的に掘られて
（１１）

いること、溝幅約１．２５～１．４ｍ、深さ約０．４ｍの規模で、溝底幅約０．６ｍの断面逆台形であること、

溝底標高が検出範囲西端で１９．７５ｍ、東端で１９．８４ｍで、東に向かって僅かに傾斜していることな

どから、今回検出したＳＤ０１南端の屈曲から繋がると考えてよさそうである。また、溝の形態が、

茶屋口推定地の右京第６３０次調�査�で検出した堀ＳＤ２９にきわめて近いことから、「永井直清公御在
（１２）

所城州神足之図」に示された外堀の可能性がある。堀ＳＤ２９の最も残りの良いところで、幅約２

ｍ、深さ約０．８５ｍあり、それでもある程度の削平が予測できることから、今回検出した堀ＳＤ０１

が外堀だとすると、約０．３ｍ以上の削平を受けていると予測できる。

溝ＳＤ０２　堀ＳＤ０１の屈曲部以東の東西方向と並行して、西で北に約５度の方向に直線的に掘

られた、幅約０．６ｍ、深さ０．３ｍの溝である（第６図）。堀ＳＤ０１の南端肩から溝ＳＤ０２の北肩ま

での距離は約６．５ｍを測る。右京第６１次調査では、溝ＳＤ６１０１の南肩から約７ｍ南に、幅０．８ｍ、

深さ０．２ｍの東西方向溝ＳＤ６１０４が検出されている。この溝は、西で北に約５度振れており、検

出位置や規模・形態的特徴などから、今回検出した溝ＳＤ０２と繋がる可能性がある。また、今回
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１１　黒褐色粘質土
　　　 暗灰色砂質土混り
１２　黒褐色粘質土
１３　黒茶色粘質土
１４　赤茶黒色粘質土
１５　拳大礫
　　　 灰黄色砂質土混り

１

４　検出遺構

第３図　北調査区平安時代以降の遺構・土層図（１／１００）



１　盛土・撹乱土
２　黄灰色砂質土
３　灰黄色砂質土
　　黄灰色粘質土塊混り
４　灰黄色砂質土
　　黒色粘質土塊混り
５　茶褐色礫

６　灰黄色砂質土
　　黄色粘質土
　　黒色粘質土混り
７　灰色砂質土
８　灰黄色砂質土
９　茶灰色砂質土
１０　茶褐色礫
　　茶灰色砂質土混り
１１　黒茶色砂質土礫混り
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検出した溝ＳＤ０２は、当調査区の西約７ｍ付近で

北に折れ曲がり、右京第５２４次調査東辺部検出の

南北溝ＳＤ０７にも繋がる可能性があ�る�。このよう
（１３）

に考えると、当調査検出溝ＳＤ０２、右京第６１次調

査検出溝ＳＤ６１０４、右京第５２４次調査検出の溝Ｓ

Ｄ０７のそれぞれが、外堀の内側に築かれた土塁裾

の排水溝と考えることができる。

溝ＳＤ０６　幅約０．３ｍ、深さ約０．２ｍの東西溝で

ある。西で北に約５度振れている。

溝ＳＤ０７　幅約０．４ｍ、深さ約０．２ｍの東西溝の

西端部で、北辺が深くなっている。

土坑ＳＫ０８　調査区南端近くの東辺で、円形掘

形と思われる土坑ＳＫ１８を検出した。直径約０．７５

ｍ、深さ約０．４ｍを測る。壁面は、ほぼ垂直に掘

削されている。埋土は３層からなり、中層には拳

大の礫が集積し、隙間には黄色系の砂質土が詰

まっていた。当遺構は、当調査区から西約２０ｍの

右京第４０１次調査で検出した「永井直清公御在所

城州神足之図」に図示された「御旗指八人」の建

物群に付随する土坑群の一つである可能性がある。

柱穴群　柱穴には、Ｐ２～Ｐ４、Ｐ６・Ｐ７・

Ｐ１２・Ｐ１４などがある。このうちＰ６は、右京第

４０１次調査で検出した柵ＳＡ５０の東延長上にあり、

一連の柱列群の一つである可能性がある。

　③�平安時代の遺構（第３図）

　平安時代の遺構には、Ｐ１・Ｐ８・Ｐ９などの柱穴群がある。いずれも黒色系の粘質土を埋土

とする。直径が約０．２ｍ前後の円形掘形で、深さは約０．１～０．２ｍ前後である。時期を確定する遺

物の出土はなく、不安を残すが、右京第４０１次調査検出の平安時代掘立柱建物群の柱穴に類似す

る特徴をもつことから、平安時代の所産とした。

　④�弥生時代の遺構（図版２）

　弥生時代の遺構には、溝や落ち込みなどがある。

溝ＳＤ２５　南北方向の溝の東辺肩部を検出した。遺物が少なく、時期の確定ができない。しか

し、少量の細片になった土器片から、弥生時代中期の所産と思われ、方形周溝墓の一部と考えら

れる。

落ち込みＳＸ２０　直径約０．６ｍ、深さ約０．３ｍの柱穴状落ち込みである。西は堀ＳＤ０１に、東は
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第４図　堀ＳＤ０１土層図（１／４０）
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第５図　北調査区弥生時代の検出遺構図（１／１００）
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シートパイルで削られ、正確な形状はわからなかった。

溝ＳＤ２７・２８　北西－南東方向の、本来一条の溝と考えられるもので、近世の堀ＳＤ０１により

寸断している。幅約２ｍ、深さ約０．３ｍの規模である。出土遺物はほとんど無く、時期が決めら

れないが、黒色系の粘質土を埋土としていることや、細片となった土器片の胎土から、弥生時代

中期と考えられる。

土坑ＳＫ２９　深さ約０．４ｍの深い掘り込みで、北東部は堀ＳＤ０１の削平を受けている。北東－

南西方向に長い楕円形または長方形掘形になるものと思われる。長辺約０．６ｍ、短辺約０．４ｍ、深

さ約０．１ｍを測る。

土坑ＳＫ２３　北東－南西方向に長い長方形に近い掘形で、長辺約０．６ｍ、短辺０．４ｍ、深さ０．１

ｍを測る。

溝ＳＤ２１　幅約１．８ｍ、深さ約０．２５ｍで、東西方向に掘られている（第６図）。検出部東端近く

で、北に曲がる様相が見て取れる。方形周溝墓の一部と考えられる。約１０ｍ北で検出した溝ＳＤ

２７・２８を北辺溝とする方形周溝墓の可能性がある。そうだとすると、土坑ＳＫ２９が主体部になる

可能性がある。

土坑ＳＫ２４　北東－南西方向に長い長方形に近い楕円形掘形で、長辺約１ｍ、短辺約０．６ｍ、

深さ約０．３ｍを測る。

溝ＳＤ２２　幅約１ｍ、深さ約０．１ｍの東西方向溝である。残存状況が良くないが、方形周溝墓

の一部と考えられる。北約８ｍの位置で検出した溝ＳＤ２１を、北辺溝として共有する方形周溝墓

の可能性がある。そうだとすれば、土坑ＳＫ２４が主体部の可能性がある。

土坑ＳＫ３０　北東－南西方向に長い長方形掘形をもつもので、長辺約１．２ｍ、短辺約０．８ｍ前後

であろうか。深さ０．１ｍで、北西辺に接して直径０．７ｍ、深さ約０．１ｍの円形に窪む部分がある。

溝ＳＤ２６　ほぼ直角に屈曲する肩を持つ落ち込みである。幅約１ｍ以上の屈曲する溝と考えら

れる。方形周溝墓

の南西隅と考えら

れる。

溝ＳＤ３１　幅約

０．７ｍの東西方向

溝が、幅約０．３ｍ

に狭まって北に屈

曲する。方形周溝

墓の南東隅と考え

られる。

　⑤�その他の遺

構

　柱穴群の中には、
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第６図　溝ＳＤ０２・２１実測図（１／４０）



１　砕石
２　盛土－１
３　盛土－２
４　旧表土
５　黄褐色砂
６　黄褐色土

７　暗褐色土斑入黄褐色土
８　褐色砂斑入暗褐色粘質土
９　暗褐色粘質土
１０　ＳＡ３７・Ｐ５
１１　ＳＡ３７・Ｐ４
１２　茶灰色土　

１３　暗褐色炭混り土
１４　暗褐色焼土混り土
１５　焼土
１６　茶褐色土
１７　橙褐色土斑入茶褐色土
１８　明黄褐色砂質土

１９　暗茶褐色粘質土（ＳＨ４７）
２０　橙褐色土斑入暗褐色粘質土
２１　暗茶褐色焼土混り土（ＳＨ４７）
２２　暗褐色土斑入橙褐色礫混り土
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当期のものもあると考えられる。

　（２）南調査区の遺構

　①�基本層序

　南調査区は南北に細長く、しかも地表面はグラウンドへの進入路などで起伏があったため、層

序は各所で異なっていた。まず、比較的遺存状態が良好であった北部の進入路付近（８～９区）

では、上から盛土、旧表土など第１～８層までが近現代の堆積層であり、そのうち黄褐色砂（第

５層）は近現代の遺構埋土や調査区の中央部付近でも認めることができた。その下には厚さ約

０．２ｍほどの暗褐色粘質土（第９層）、厚さ約０．２ｍほどの茶褐色土（第１６層）、橙褐色土斑入茶褐

色土（第１７層）が堆積し、橙褐色系の粘質土および砂礫である地山面に至っていた。第９層は、

この部分以外には認められず、部分的に炭や焼土塊、黄白色の粘土塊を含み、長岡京期の遺物を

包含していることから、整地層である可能性が考えられる。また、第１６層は弥生時代の堆積土で

あり、弥生時代の遺構はこれと類似する土層であった。一方、調査区の南端部では、桜の根株の

除去に伴う撹乱土や旧表土（第４層）、暗茶褐色砂質土（第１８層）などがわずかに堆積するのみ

で、地表下０．２～０．４ｍほどで地山面に達していた。このような地表から地山面までの深度が浅い

状況は、調査区の１０区や７区以南で認められ、また桜の根株の除去に伴う撹乱坑なども各所でみ

られた。

　地山面の標高は、調査区の北端で２０．２ｍ前後、南端で２０．１ｍ前後を測り、おおむね平坦である

といえる。遺構の大半は、地山面上において検出したが、遺構の遺存状態などを考慮すると、そ

の上面は後世に大きく削平を受けているものと考えることができよう。検出した遺構は、近・現

代、平安時代、長岡京期、弥生時代のものに大別でき、近世勝龍寺城跡に関係するものは、調査

終了後の立会調査で本丸を囲む内堀の輪郭を確認した。以下、時代の新しいものから順に説明す

る。

　②�近・現代の遺構

　近現代の遺構には、柵列１条、土坑１基、溝２条などがある。

柵列ＳＡ３７　調査区の西辺に沿って検出した南北方向に延びる柱列で、南北に１４間分を確認し

た。柱掘形は、一辺約０．５ｍほどの隅円長方形で、深さは０．４ｍ前後あり、柱間寸法は２．７ｍ等間

であった、現在の敷地を区切るフェンスと同じ方向であることから、フェンスに改築される以前

の塀になるものと考えられる。

８　検出遺構

第７図　南調査区土層図（１／８０）
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第８図　南調査区検出遺構図（１／１００）



土坑ＳＫ３３　７区のほぼ中央部で確認した隅円方形の土坑で、長さ約１．９ｍ、幅約１．４ｍ、深さ

は０．７～０．８ｍほどの規模がある。埋土は上下２層に分けられ、上層は厚さ約０．６５ｍほどの小石を

混りの黄褐色砂、下層は硬質の暗茶灰色礫混り土である。上層からは、土師器、須恵器、陶磁器

の細片が少量出土したほか、底部に接するような状態で土管が出土している。

溝ＳＤ３２　土坑ＳＫ３３の北東隅から北東方向に延びる素掘り溝で、幅約０．４ｍ、深さ約０．２５ｍ

ほどの規模があり、断面はＵ字形に掘られていた。埋土は、土坑ＳＫ３３の上層と同じ黄褐色砂１

層で、須恵器と陶磁器の細片が少量出土したのみである。埋土の様相から、土坑ＳＫ３３と同時期

のものと考えられる。

溝ＳＤ３４　土坑ＳＫ３３と重複関係にある北東から南西方向に延びる素掘り溝で、それよりも古

いことが明らかになった。幅約０．６ｍ、深さ約０．１ｍほどの規模があり、埋土は黄灰色砂１層のみ

で、遺物は何も出土しなかったが、埋土の様相からこの時期に比定した。

　③�平安時代の遺構

　この時期の遺構には、カマド１基と柱穴Ｐ３３などがある。

カマドＳＸ４２（第９図、図版１０）　６区の南西部で検出した遺構であるが、重機の爪痕や木の

根などによって部分的に破壊されてい

た。東西約０．９ｍ、南北約１ｍ、深さ

約０．１ｍほどの楕円形を呈した土坑内

に黄白色粘土を土饅頭のように盛り上

げて構築している。焚き口の位置は明

確にできなかったが、上面から層をな

すように赤く変色した個所がみられ、

熱を受けたことを示していることから、

カマドではないかと判断した。黄白色

粘土内には遺物を全く含んでいなかっ

たが、暗茶褐色土からは黒色土器Ｂ類

の椀や土師器の小皿、須恵器片など平

安時代中期の遺物が少量出土している。

　こうしたカマドは、長岡京期にまで

時代は溯るが当調査区の南西約２５０ｍ

で行われた右京第６３０次調査において

数例確認されているもの�の�、類例が乏しいことだけは確実であり、その意味で注目に値する遺構
（１４）

といえよう。

柱穴Ｐ３３　５区の南西部で検出した長楕円形の遺構で、長軸０．７ｍ、短軸０．３５ｍ、深さ０．２ｍほ

どあり、土師器、黒色土器などが少量出土している。

�

１０　検出遺構

１　黄白色粘土
２　焼土
３　暗茶褐色土
４　黄色土斑入暗茶褐色土

０
L＝２０.２m

1ｍ

L L

L
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２ ２
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１１ ３
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１

３
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X＝－１１９，７５８．５

第９図　カマドＳＸ４２実測図（１／２０）



　④�長岡京期の遺構

　この時期の遺構は、土坑２基と柱穴Ｐ２３・４４などがある。

土坑ＳＫ４１（第１０図、図版１０）　８～９区にかけて検出した方形の土坑で、長岡京期の整地層

と考えられる暗褐色粘質土の上面から掘り込まれていた。土坑の大半が調査区域外の東側にある

ため、全容は不明であるが、東西２．５ｍ以上、南北約３．９ｍほどに復元でき、深さは約０．３ｍほど

の規模がある。直線的な土坑西辺の方位は、国土座標の北で西に約９°ほど振れており、正方位

を向いていない。埋土は、炭を含む暗褐色礫混り土と茶褐色礫混り土の上下２層に大別され、上

層からは土師器、須恵器、黒色土器、製塩土器、瓦など長岡京期の遺物がまとまって出土した他、

弥生土器や石器など弥生時代の遺物も混在した状態で出土している。

土坑ＳＫ４９（第１０図）　３区の東辺中央部で確認した不整形な土坑で、竪穴住居ＳＨ５２の上面

に掘り窪められていたものである。東部が調査区域外にあるため、全容は不詳であるが、東西１

ｍ以上、南北２．８ｍ以上、深さ約０．１５ｍほどの規模に復元できる。土坑の西辺は直線的で、その

方位はおおむね国土座標の北に一致している。埋土は、暗褐色�混り土１層のみで、土師器、須

恵器、ミニチュア土製品などの遺物が出土している。
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１　暗褐色礫混り土　２　茶褐色礫混り土
　　（炭を含む）
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第１０図　土坑ＳＫ４１・４９実測図（１／４０）
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Ｂ壁溝
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焼土
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１　暗茶褐色粘質土
２　暗茶褐色焼土混り土

３　茶褐色焼土混り土
４　炭層
５　暗橙色礫混り土

（ＳＸ５３埋土）｝

柱穴Ｐ２３・４４　Ｐ２３は８区の南西

部で検出した楕円形の遺構で、北部

は進入路の擁壁によって破壊されて

いた。長軸０．４５ｍ、短軸０．３ｍ、深

さ０．１ｍほどの規模があり、須恵器

杯Ａが出土している。Ｐ４４は６区の

中央部で検出した隅円方形の遺構で、

長軸０．７５ｍ、短軸０．６ｍ、深さ０．３５

ｍほどある。須恵器と弥生土器片が

少量出土しているが、形態や方位な

どからこの時期に比定した。

　⑤�弥生時代の遺構

　この時代の遺構には、竪穴住居４

棟、炉跡２基、環濠１条、溝２条、

土坑１基、それに数多くの柱穴があ

り、検出した遺構の中ではこの時代

のものが最も多かった。

竪穴住居ＳＨ４６（第１１図、図版

８）　４～５区にかけて検出した円

１２　検出遺構

１　暗茶褐色土
２　暗灰褐色土
３　茶褐色土（ＳＸ５５の埋土） ０

L＝２０.２m

２ｍ

L L２

１

３

Y＝－２６，９５２

X＝－１１９，７６５

ＳＸ５５

第１２図　竪穴住居ＳＨ４７実測図（１／５０）

第１１図　竪穴住居ＳＨ４６実測図（１／５０）
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焼土

焼土

形の住居跡で、南部は根株跡によって大きく破壊されていた。径約４ｍほどの規模に復元され、

現状での深さは０．１～０．１５ｍある。この住居の壁溝は、他の住居に比べて幅の狭いのが特徴で、

幅約０．１ｍ、深さ約０．０５ｍほどであった。壁溝のすぐ内側には、径０．１～０．２５ｍほどの楕円形を呈

した柱穴状の遺構がほぼ等間隔で並ぶが、いずれも浅く、その性格については不明である。住居

内の埋土は、暗茶褐色土と暗灰褐色土の２層に分けられ、弥生土器の破片が出土している。住居

の中央部には、炉跡と考えられるＳＸ５５がある。ＳＸ５５は、径約０．８ｍほどの楕円形を呈し、深

さは約０．２５ｍの規模があるが、内部に茶褐色土が１層堆積するのみで、焼土や炭などは認められ

なかった。

竪穴住居ＳＨ４７（第１２

図、図版８）　１～２区

にかけて検出した円形の

住居跡である。４重に巡

る壁溝を確認したことか

ら、同じ場所で少なくと

も４回ほどの建て替え

行っているのではないか

と考えられる。壁溝は、

それぞれ幅０．１５～０．３ｍ、

深さ０．０５～０．１ｍ前後の

規模があり、外側からＡ

壁溝、Ｂ壁溝、Ｃ壁溝、

Ｄ壁溝と命名したが、Ｂ

壁溝で径約７．２ｍ、Ｃ壁

溝では径約６ｍほどの住

居規模に復元することが

できる。Ａ壁溝とＢ壁溝

は南西部で重複し、Ｃ壁

溝内では柱穴状の遺構を

４個ほど確認している。

住居内からは、数多くの

柱穴を確認でき、Ｐ５５～

Ｐ５８、Ｐ６６、Ｐ６７など深

さが０．３ｍ前後ある深い

ものについては主柱穴に

なる可能性が高いと考え
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られる。この住居に伴う炉跡ＳＸ５３は、径約０．７ｍほどの楕円形で、深さが約０．２５ｍあり、内部

には焼土や炭の堆積が認められた。住居内からは、弥生土器の他、打製石鏃、太型蛤刃石斧、扁

平片刃石斧などの石器が出土し、また焼土塊や炭化材などの堆積が認められたことから、焼失住

居である可能性が濃厚と考えられる。

竪穴住居ＳＨ４８（第１３図）　８区で検出した円形の住居跡である。壁溝の一部しか確認してい

ないので全容は不明であるが、径約５ｍほどの規模に復元することができ、現状での深さは約

０．２ｍである。壁溝は幅０．１５ｍ、深さ０．０５ｍほどあり、住居のほぼ中央には炉跡の可能性がある

ＳＸ５９がある。ＳＸ５９は、径０．４５～０．５５ｍほどの楕円形で、深さは約０．３ｍあるが内部には焼土

や炭などの堆積は認められなかった。住居内には、少数の柱穴があるが、主柱穴と考えられる深

いものはなかった。　

竪穴住居ＳＨ５２（第１４図）　３区において検出した円形の住居跡である。壁溝は、西部の一部

を撹乱坑で破壊されていたが、幅約０．２５ｍ、深さ約０．１ｍほどで、径約４．７５ｍ前後の住居規模に

復元することができる。住居内からは、弥生中期の土器や磨製石鏃などが出土しているほか、焼

土塊の堆積が広範囲に認められたことから、ＳＨ５２の場合と同様に焼失住居と考えられる。ただ

し、この住居に伴う炉跡は確認することができず、主柱穴も明確ではなかった。

炉跡ＳＸ５０（第１５図、図版９）　２区の東辺中央部で確認した楕円形の土坑で、内部に焼土層

や炭化層が堆積していたことから、炉跡と判断した。北西半部は根株跡によって破壊されていた

が、径約０．７ｍ、深さ約０．３ｍほどの大きさに復元でき、擂り鉢状に掘り窪められていた。内部か

らは、弥生土器の破片が少量出土したのみで、詳しい時期などは分からない。この炉跡は、竪穴

住居の中央部に設けられたものと考えられるが、壁溝などが削平されている可能性が濃厚で、詳

細は不明といわざるをえない。

炉跡ＳＸ５１（第１５図、図版９）　ＳＸ５０の西約２．１ｍの位置で確認した楕円形の土坑で、この遺
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構も内部に焼土や炭が堆積していたことから、竪穴住居内に設けられた炉跡ではないかと判断し

た。西部が調査区外にあるため、全容は不明だが、径約０．７５ｍ、深さ約０．２ｍほどの規模に復元

でき、底部は平坦な箱形に掘り窪められていた。出土した遺物が皆無であるため、時期はもとよ

り住居の規模なども不明である。

環濠ＳＤ３９（第１６図、図版９）　調査区北端の１０区で検出した東西方向に延びる素掘りの溝で

ある。調査の時点では、一端を確認したにすぎなかったが、調査終了後の工事に伴う立会調査で

全容が明らかになった。幅は、約２．１５ｍ、深さ約０．９ｍほどの規模に復元でき、横断面はＶ字形

に近い状態に掘り窪まれていた。埋土は、大きく第１層（橙色土斑入茶褐色土）、第２層（茶褐

色土）、第３層（暗茶灰色礫混り土）、第４層（暗橙褐色砂礫）に分けることができ、流水や滞水

のあった形跡は認められなかった。そのうち第１・２層からは、壺、甕、高杯など弥生中期後半

を中心とする土器片がまとまって出土した他、太型蛤刃石斧や打製石鏃なども出土している。

　ところで、このＳＤ３９は、約４０ｍほど西側で同時期に行われていた右京第７５７次調�査�南調査区
（１５）

での溝ＳＤ２２に連なることが確実視され、その形態や規模、それに溝の南北で確認された遺構の

種類が大きく異なる点などを重視して、居住域と墓域とを区切る環濠と判断した。

溝ＳＤ５４　１区の西部で確認した東西方向の素掘り溝で、竪穴住居ＳＨ４７と重複し、それより

も古いことが判明した。幅０．８～０．９ｍ、深さ約０．１ｍほどの規模で、横断面は逆台形に掘り窪め

られている。溝内からは、弥生土器の小片が少量出土している。

土坑ＳＫ５７　５区の北東隅部において検出した不整形な土坑である。木の根によって撹乱され

ていたが、東西０．６５ｍ、南北０．７５ｍ以上、深さ約０．３ｍほどの規模があり、弥生中期の壺や甕な

どがまとまって出土している。
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柱穴　調査区内からは、数多くの柱穴を確認しており、特に５～７区にかけて集中する特徴が

ある。柱穴のほとんどは、径０．２～０．３ｍ前後の楕円形であるが、深さは深浅多様であった。これ

らの柱穴からは、弥生土器片を出土するものが多く、なかにはＰ２２やＰ１４６のように比較的大き

な破片が出土したものもある。多くの柱穴は、充分な検討をしていないが、竪穴住居の主柱穴や

掘立柱建物になるものを含んでいる可能性は充分に考えられる。

４　出土遺物

　今回の調査で出土した遺物には、弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器、製塩土器、陶磁器、

軒平瓦、丸・平瓦、金属製品など各種のものがあり、その数量はコンテナに１１箱程度ある。北調

査区では近世以降のものが主体で、全体的に出土量が乏しいのに対して、南調査区では出土量が

比較的多く、それも弥生時代と長岡京期のものが中心であった。以下では、調査区ごとに分けて

遺物の説明を行う。

　（１）北調査区の遺物

　出土遺物には、弥生土器、長岡京期土師器・須恵器・瓦、平安時代黒色土器・土師器、江戸時

代以後の近世・近代土師器・陶磁器・瓦・金属製品などがある（第１７図、図版１１）。

　①�近世の遺物

　近代遺構出土遺物は、陶磁器が主で、鉄釘などがあったが、土師器皿はほとんど無かった。

　溝ＳＤ０１出土遺物には、陶磁器類や土師器鍋などがある。陶器には備前擂鉢（１３）、水注（５）

や壺、瀬戸天目茶椀、唐津椀（４）などがある。大小の瓦器鉢類も少量ある。

　この他、溝ＳＤ０２から、６と同形態の土師器鍋や伊万里碗などの陶磁器類（７～１１）が、溝Ｓ

Ｄ０６から陶器急須片などが出土している。

　②�平安時代の遺物

　平安時代の遺物には、土器類と瓦がある。土器類は、第４層や撹乱坑から、近世・近代遺物に

１６　出土遺物
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混じって出土したもので、黒色土器Ｂ類椀（１５・１６）、土師器皿（２４）、緑釉陶器形態の須恵器皿

（１７）などがある。１０世紀代の所産と考えられ、右京第４０１次調査検出の遺構群の時期のものと考

えられる。瓦は、近世堀ＳＤ０１出土の飛雲文軒平瓦が１点ある（１）。他に凸面縄目タタキで凹

面布目の平瓦や丸瓦の小片が少量出土したが、長岡京跡関連遺物か、平安時代の遺跡に関するも

のか、判別できなかった。

　③�長岡京期の遺物

　長岡京期の遺物には、土師器（２５～２９）や須恵器（１８～２３）がある。ほとんどは近世堀ＳＤ０１

から出土したもの（１８～２３・２５・２６・２９）で、第４層（２７）や撹乱抗からの出土したものなども

ある。

　須恵器には杯Ｂ（１８～２１）、杯Ｂ蓋（２２）などの食膳形態の他、壺Ｇ（２３）や壺Ｌなどの壺類、

甕などの貯蔵形態もある。

　土師器には、皿Ａｂ手法（２６）、杯Ｂ（２５）、高杯Ａａ形態（２８）、高杯Ａｂ形態（２９）などの

食膳形態や甕、生駒西麓産移動式カマド（２７）などの煮沸形態や煮炊具などもある。

　④�弥生時代の遺物

　弥生時代の遺物には、土器と石器類（�片）がある。弥生土器は、溝ＳＤ２１、溝ＳＤ２５、溝Ｓ

Ｄ２６（２）、溝ＳＤ２８（３１）、落ち込みＳＸ２０（３０）などから出土した。石器�片（３３）は、柱穴

Ｐ１９から出土した。

　土器は、ほとんどが壺と甕で、高杯など他の形態はほとんど無い。壺には、水平になるまで外

反した口縁部をもち、端部を丸くおさめた広口壺（２）がある。甕には、外面をタテハケ調整し

たものや、外面に平行タタキ目を残すもの（３１）がある。これらは中期後葉段階と考えられる。

３０は、受け口状に屈曲した甕の口縁部で、端部は水平な面をなす。

　�片（３２）は、粘板岩製で、長さ３．４㎝、幅１．１㎝、厚さ０．２５㎝の小片である。

　（２）南調査区の遺物

　①�平安時代の遺物

カマドＳＸ４２、柱穴出土遺物（第１８図、図

版１２）　カマドＳＸ４２から土師器小皿（３３）

と黒色土器椀（３４）が、柱穴Ｐ３３からは黒色

土器の椀（３５）など平安時代中期の遺物が出

土している。１は、口縁端部を屈曲させた

「手の字状口縁」の皿で、口径９．６㎝、器高

０．９㎝前後に復元される。２は、低い高台を貼り付けた黒色土器椀の底部片で、内外面を黒色化

したＢ類である。内面見込みのヘラミガキは放射状で、高台径は５．５㎝ある。３も内外面すべて

を黒色化したＢ類の椀で、口縁端部内面に１条の沈線を巡らしている。口径は１６．３㎝あり、内外

面とも密にヘラミガキ調整して仕上げている。底部には、丸味を帯びて突出する高台の外側に断

面三角形の低い凸帯を貼り付けた類例のみられない珍しいもので、ここでは椀の底部に復元した
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が、蓋などの器種になるのかも知れない。

　②�長岡京期の遺物

土坑ＳＫ４１出土遺物（第１９図、図版１２）　土師器、須恵器、黒色土器、製塩土器、平瓦などが

出土しており、その主要なものを図示した。

　土師器には、椀Ａ・皿Ａ・杯Ｂ・高杯・盤Ｂ・甕Ａなどがある。椀Ａ（３６）は、外面全体をヘ

ラケズリするｃ手法で調整し、口径１３㎝、器高は３．７㎝ほどある。皿Ａ（３７）は、外面のヘラケ

ズリが口縁端部にまで及んでいない。口径１５．８㎝、器高２．８㎝ある。杯Ｂは、口径２０㎝、器高５．７

㎝の大型品（３８）と口径１４．２㎝、器高３．６㎝の小型品（３９）がある。ともに外面をヘラミガキ調

整して仕上げ、３８の内面には螺旋状の暗文がわずかに認められた。高杯（４０）は、口径２０㎝の小

型品で、杯部の外面を密にヘラミガキし、内面は螺旋状と放射状の暗文を丁寧に施して仕上げて

１８　出土遺物
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いる。脚柱状部は細くて、しかも１０角に面取りされた珍しいものであり、ヘラミガキを密に施し

ている。焼成は良好で、赤褐色を呈し、口縁部内面には煤の付着が認められる。盤Ｂ（４１）は、

口縁部を欠失し、全体に磨滅しているが、外面にミガキの痕跡がわずかに残っている。底部に貼

り付けられた高台は、断面が台形の低いもので、径は１１㎝ある。甕は、口径１４．４㎝の小型品

（４２）と口径２７．６㎝の大型品（４３）があり、４２の外面には煤が付着していた。

　須恵器には、杯Ｂ・杯Ｂ蓋・鉢Ｄ・壺・甕などがある。杯Ｂは、口径１６．６㎝、器高５．３㎝の大

型品（４８）と、口径１２．４～１３．４㎝、器高４㎝前後の中型品（４９・５０）がある。４８は、底部外面に

ヘラ切りの痕跡を明瞭にとどめ、軟質焼成されているため、灰白色を呈する。杯Ｂ蓋（４６・４７）

は、ともに扁平な形態で、口縁部を屈曲させている。４６は口径１６．４㎝、器高２．６㎝あり、軟質焼

成されているため、淡灰白色を呈する。４７は硬質に焼成され、口径１７．６㎝、器高２．４㎝ある。５１

は、鉢Ｄと考えられる底部から体部にかけての破片で、高台径は１１㎝あり、灰白色を呈する。

　黒色土器の杯（４４）は、内面と口縁部外面を黒色化するＡ類である。内外面とも密にヘラミガ

キを施して調整し、口縁端部内面には浅い沈線を１条巡らせている。口径１５．８㎝、器高は４．４㎝

前後に復元される。胎土に赤色粒子を多く含み、淡茶褐色を呈する。

　製塩土器は、破片が多く、全形の知れるものはないが、４５は口縁部が直線的に開き、口縁端面

が平坦になる。胎土に細かい砂粒を多く含み、内外面ともナデを施す。口径は１０．８㎝ある。

土坑ＳＫ４９出土遺物（第１９図、図版１２）　土師器、須恵器、土製品、平瓦などが出土している

が、ＳＫ４１に比べると数量はさほど多くない。

　土師器には、皿Ａ・椀Ａ・カマドなどがある。皿Ａ（５２・５３）は、口径１９㎝前後、器高３㎝前

後の大きさで、口縁端部を内側に肥厚させて丸くおさめるもの（５２）と尖り気味にするもの

（５３）がある。全体的に磨滅しているため、外面の調整は不明瞭だが、外面すべてをヘラケズリ

するｃ手法ではないかと考えられる。カマドは、図示していないが、角閃石を含んだ暗茶褐色を

呈する生駒西麓産のものである。

　須恵器には、杯Ａ・杯Ｂ・杯Ｂ蓋・皿Ａ・甕などの器種がある。杯Ａは、口縁部が直立気味に

立ち上がるもの（５４）と外反するもの（５５）がある。ともに軟質に焼成されて淡灰褐色を呈し、

底部外面にはヘラ切りの痕跡を明瞭にとどめている。５４は口径１２．６㎝、器高３．７㎝、５５は口径

１３．２㎝、器高３．５㎝ある。杯Ｂ（５７）は、口径１０．４㎝、器高３．７㎝の小型品。杯Ｂ蓋（５６）は、笠

形の形態を呈する口径１１．４㎝、器高２．６㎝の小型品で、つまみは扁平な円形を呈する。

　土製品には、ミニチュアカマドと組み合うナベ（５８）や土馬などがある。ナベは、傘形を呈す

るもので、口径は６．５㎝ある。

包含層、柱穴出土遺物（第２０図、図版１２）　８・９区に堆積していた暗褐色粘質土層から土師

器、須恵器、製塩土器などが出土しているほか、柱穴からも須恵器などが出土している。Ｐ２３か

ら出土した７１以外は、すべて包含層から出土したものである。

　土師器には、皿Ａ・皿Ｃ・甕などがある。皿Ａ（５９～６２）は、口径１４．８～１７㎝、器高２．１～２．７

㎝ほどの法量で、口縁部のみをヨコナデし、底部不調整のｅ手法のもの（６１）もあるが、外面全
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体をヘラケズリするｃ手法のものが多い。５９の内外面には、焼成後に線刻を施している。皿Ｃ

（６４）はｅ手法で調整し、口径９㎝、器高は１．７㎝ある。甕（６３）は口径１６㎝あり、外面には煤が

付着していた。

　須恵器には、杯Ａ・杯Ｂ・杯Ｂ蓋・皿Ａ・壺Ｌなどがある。杯Ａ（７１）は、口径１２．４㎝、器高

３㎝で、焼成はやや甘く、灰色を呈する。杯Ｂ（６９）は、口径１４．８㎝、器高５㎝で、焼成はやや

甘く、灰色を呈する。杯Ｂ蓋（６８）は、器高が低い扁平な形態で、つまみも扁平な宝珠形である。

口径１４㎝、器高１．４㎝ある。皿Ａ（７０）は、口縁端部を上方につまみ上げて内傾する面をもつ。

口径１８．８㎝、器高２．６㎝あり、焼成はやや甘く、灰色を呈する。

　製塩土器（６５～６７）は、口縁部の破片が多く、全形の知れるものはないが、口縁部が大きく外

方に開くもの（６５・６６）と内湾気味に開いた口縁部の端部を内側に折り曲げたもの（６７）に分け

ることができる。前者は、口径１２㎝前後で、緻密な胎土で硬質に焼成され、内面にはナデによる

稜線が明瞭に残っていた。後者は、胎土に砂粒を多く含み、口径は１１．６㎝ある。

小結　以上、図示した遺物を中心に説明してきたが、統計処理や充分な検討を加えることはで

きていない。ただ、出土量を総体的にみると、須恵器に比べ土師器の比率が高いことは確実であ

り、長岡京内の一般的な出土傾向に共通しているといえよう。

　③�弥生時代の遺物

　この時期の遺物は、弥生土器と各種の石器があり、その大半が竪穴住居や環濠など遺構から出

土している。しかしながら、弥生土器の大半は破片で、全形をうかがい知れるものが少ないこと

はもとより、全体的に器壁の磨滅しているものが多く、施文や調整痕が不明瞭であった。以下で

は、弥生土器を遺構ごとにわけて説明し、石器についてはまとめて記述することにしたい。

環濠ＳＤ３９出土土器（第２１図、図版１３）　壺、甕、高杯などがある。７２は、受け口状に大きく

２０　出土遺物

０ ２０cｍ
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６４

６７
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７１　　 　P２３

第２０図　南調査区包含層、柱穴出土遺物実測図（１／４）
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第２１図　南調査区出土弥生土器実測図（１／４）



開いた有段口縁をもつ広口壺で、口縁部は直立し、口径３５．６㎝ある大型品である。７３は、口径

８．５㎝、器高１４．３㎝の小型壺で、頸部から体部上半にかけて櫛描直線文を３帯施している。上げ

底気味の底部には、木の葉の圧痕が残る。７４は、口径２０．１㎝ほどある広口壺で、口縁端部を上下

に拡張させ、擬凹線文を施す。７５は、無頸壺の口縁部片で、端部を折り曲げて丸く肥厚させてい

る。内面はナデ、外面は粗いハケメを施して調整し、口径は１５．１㎝ある。７６・７７は、壺もしくは

甕の底部片で、７６は底径６．２㎝、７７は８．４㎝である。

竪穴住居ＳＨ４６・４７・５２出土土器（第２１図、図版１３）　７８・７９はＳＨ４６、８１・８２はＳＨ４７、

８０・８３・８４はＳＨ５２から出土したものである。７８は無文の広口壺の口縁部片で、口径１５．５㎝ある。

７９は、頸部に断面三角形の凸帯を貼り付けた壺片である。８２は、口縁部が水平に近く開く広口壺

である。口縁端部を上下に拡張させたもので、凹線文を巡らし、円形浮文の�がれた痕跡をとど

めている。また、口縁部内面には扇形文を施し、口径は２２㎝ある。８３は厚手の広口壺で、口縁端

部には刻目文を施し、頸部には櫛描直線文を巡らせる。口縁部内面には、粗い単位のハケメを横

方向に施し、外面はヘラミガキ調整している。口径は２６．４㎝である。高杯（８４）は、口縁部が直

立する形態の杯部をもち、細長い脚柱状部からなだらかに広がる裾部には段が認められる。口縁

部には浅い凹線文を施し、杯部と脚柱状部との境に３条の沈線を巡らせている。口径１６㎝、器高

は１５．２㎝ある。８０・８１は壺または甕の底部片で、ともに器壁が比較的薄く、８０は底径４．８㎝、８１

は５㎝である。この他、図示していないが、ＳＨ４７から出土した有段口縁の壺の頸部にヘラ状圧

痕凸帯文を施したものがある。

土坑ＳＫ５７、柱穴出土土器（第２１図、図版１３）　８５は、土坑ＳＫ５７から出土した広口壺で、口

径２２．７㎝、器高３８．９㎝に復元できる。全体に磨滅しており、調整は不明瞭だが、内面は口縁部に

目の粗いハケメ、体部には細かいハケメの痕跡が認められた。底部は厚く、上げ底気味である。

８６は、Ｐ２２から出土した口径が２０．８㎝ある広口壺で、上下に拡張させた口縁端部に細かい凹線文、

頸部には半裁竹管丈を施している。８７は、Ｐ１４６から出土した口径２２．２㎝ある広口壺で、口縁端

部に縦線文、頸部に櫛描直線文を２帯以上巡らしている。

石器（第２２・２３図、図版１４）　石器には、石鏃、石包丁、石斧、それにサヌカイト製の�片な

どがある。

　石鏃には、打製と磨製の二者ある。打製石鏃（８８～９２）は、凸基式（８８～９０）と有茎式（９２）

とに分けられるが、すべてサヌカイト製であった。８８は、長さ３．５㎝、最大幅１．４㎝、厚さ０．４㎝、

重さ１．３ｇある完形品で、ＳＨ４７から出土した。８９も、長さ３．７㎝、最大幅１．５㎝、厚さ０．５㎝、重

さ２．３ｇある完形品で、先端部付近に回転によるとみられる擦痕が見られることから、錐として

転用された可能性が考えられる。ＳＨ４７から出土した。９０は先端と基部の一部を欠失する。現存

長３．７㎝、最大幅１．４㎝、厚さ０．５㎝ある。ＳＨ４６出土。９１は先端部の破片で、ＳＤ３９出土。９２は

基部の先端を欠失する。現存長２．７㎝、最大幅２㎝、厚さ０．３㎝あり、長岡京期の土坑ＳＫ４１に混

在していた。９３は、磨製石鏃の先端部と考えられるもので、両面とも明瞭な鎬が認められる。粘

板岩製で、ＳＨ４８から出土した。９４は、凸基式磨製石鏃の完形品で、長さ４．１㎝、最大幅２．３㎝、

２２　出土遺物
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第２２図　南調査区出土石器実測図－１（１／２）
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厚さ０．３㎝、重さは約３．５ｇある。明瞭な鎬はなく、扁平に作られている。石材は粘板岩製で、Ｓ

Ｈ５２から出土した。９５は、磨製石鏃の未製品と考えられるもので、長さ６．６㎝、最大幅１．９㎝、厚

さ０．５㎝ある。粘板岩製で、８区の包含層から出土した。

　石包丁（９６～９９）はすべて破損品で、石材は粘板岩製であった。９６は直線的な刃部をもつ破損

品で、丁寧に研磨して仕上げている。ＳＨ４７から出土した。９７は、表裏面が�離しているが、形

態から石包丁と判断したものである。９８は、紐孔部が残る破損品で、両面から穿たれた孔内には

２４　出土遺物
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第２３図　南調査区出土石器実測図－２（１／２）
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紐ズレによるとみられる磨滅の痕跡が認められる。刃部はやや内湾気味で、幅３．９㎝、厚さ０．５㎝

ある。上げ土から出土したもので、出土地点は明確にできなかった。

　石斧には、扁平片刃石斧（１００・１０１）と太型蛤刃石斧（１０５・１０６）とがあり、前者は完形品、

後者は破損品であった。１００は、石包丁の約半分を再加工して扁平片刃石斧に転用したものであ

る。側面には、石包丁の刃部がそのまま残るが、刃を研磨によってつぶしている。長さ７．４㎝、

最大幅４．５㎝、厚さ０．８㎝、重さ３０．１ｇで、石材は粘板岩製である。ＳＨ４７出土。１０１は、長さ４．４

㎝、最大幅３㎝、厚さ０．６㎝、重さ１８ｇの扁平片刃石斧の完形品で、弧状を呈する基部には敲打

による傷跡が認められる。石材は粘板岩製で、ＳＨ４７から出土した。１０５は、基部を欠失する太

型蛤刃石斧の未製品である。研磨の痕跡は平面にのみ認められ、側面は全く研磨されておらず、

未調整のままであった。現存長１２．１㎝、幅８．５㎝、厚さ４．８㎝で、石材は�岩ではないかと考えら

れる。ＳＨ４７から出土した。１０６は、刃部と基部を欠失する太型蛤刃石斧の破損品である。丁寧

に研磨されており、研磨によってつけられた幾筋もの稜線が縦方向に明瞭に残っている。現存長

１１．６㎝、最大幅６．２㎝、厚さ４．２㎝で、石材は�岩ではないかと考えられる。ＳＤ３９出土。

　サヌカイト製の�片（１０２～１０４）は、いずれもＳＨ４７から出土したもので、比較的大きさや形

態が類似している。

小結　以上、出土した弥生土器の一部しか図示していないが、形態や施文などの特徴を考慮す

ると、８３のようにⅡ様式のものを含んでいるとはいえ、有段口縁の壺や凹線文が認められること

などから、Ⅲ様式の新相からⅣ様式にかけてのものが主体であるといえる。また、数量は必ずし

も多いとはいえないが、石鏃、石包丁、石斧など各種の石器類も出土しており、その中には未製

品と考えられるものも含まれていた。神足遺跡のこれまでの調査では、膨大な数量の石器類が出

土しており、まさに大規模な石器の生産と消費の双方を兼ね備えた集落であったということがで

きよう。

５　まとめ

　（１）近世勝龍寺城跡

　当調査では、近世勝龍寺城の北東部に関する成果があった。まず取り上げなければならないの

は、北調査区では堀ＳＤ０１の検出成果である。また、南調査区の調査終了後に、工事掘削に際し

て、本丸を囲む内堀の位置を確認できたことも、大きな成果といえる。

　今回検出した遺構群を、周辺部での調査成果と合わせて、「永井直清公御在所城州神足之図」

の北東部に重ね合わせて見たものが第２４図である。この図から、検出遺構の項でも述べたように、

北調査区で検出した堀ＳＤ０１は、北東部の「Ｌ」字形屈曲部と考えられる。報告書第２６集で想定

していた位置より、西に約１４ｍ、南に約２４ｍの位置であった。今回の成果から得られた絵図との

比較検討結果が正しければ、右京第４６５次調�査�検出の堀は、「永井直清公御在所城州神足之図」に
（１６）

ある北辺堀とは別に考えた方がよいのかも知れない。また、南調査区の北延長上で確認した東西

方向の堀は、右京第４９４次調査と右京第２９０次調査の東延長上にあたり、本丸を囲む北辺の内堀と
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考えられる。報告書第２６集での想定では、北東隅部分にかかるはずであったが、今回東西方向に

あることが確認できたため、本丸東辺堀の位置を少なくとも約１０ｍほど東に移動させて復元する

必要が生じた。

　以上のように、部分的な修正を余儀なくされたが、「永井直清公御在所城州神足之図」を基に

した基本的配置は、変わらないものと思われる。さらに周辺部の調査が進めば、絵図を基にして

より事実に近い復元が可能になるものと思われる。

　（２）長岡京期

　今回の調査区を長岡京の条坊復元図に当てはめてみると、北調査区が右京六条一坊二町の中央

北寄り、南調査区は右京六条一坊三町の中央西寄りの地点に位置していることになる（第２５図）。

二・三町とも長岡京のメインストリートである朱雀大路に面していることから、敷地の東部は大

路の路面によって大きく削減され、東西幅はかなり狭くなっていることが知られる。

　さて、今回の北調査区では、この時期の遺物は出土したものの、明確な遺構を確認できなかっ

たが、南調査区では土坑と柱穴などの遺構を検出することができ、遺物もまとまって出土した。

これまでの調査は、二町域では北西部を中心に行われており、右京第５２４次調査で掘立柱建物と

柵列、右京第７５７次調査で井戸・溝・柱穴などが確認されている。また、三町域では西辺部に限

られるが、右京第２７９次調査で掘立柱建物や溝が、また右京第７５７次調査で柱穴などが確認されて

おり、両町とも宅地として利用されていることは確実であろう。そして、遺構の密度が全体的に

粗雑であることや、掘立柱建物の多くが２間×３間程度の小型なものばかりであることなどを重

視すると、二・三町はともに小規模な宅地として利用されていると推察することができる。ただ

し、宅地を区切る施設などが未確認である現状においては、その可能性を指摘するにとどめ、今

後周辺地域でのさらなる調査をまって判断することにしたい。

　（３）弥生時代の神足遺跡

　弥生時代の神足遺跡は、これまでの調査で居住域と墓域の双方が広範囲にわたって確認され、

桂川右岸域における弥生時代中期を中心とする拠点的な大集落であることが判明している。居住

域は、東西に並んだＡ・Ｂの２個所に分けられ、その周囲に方形周溝墓群を主体とする墓域が取

り巻く集落構造になることが復元されており、その範囲は東西約５００ｍ、南北約７００ｍにも及ぶ広

大なものになることが推察される。今回の北調査区は居住域Ａの北側に広がる墓域に、そして南

調査区は居住域Ａ内にそれぞれ想定されており、両調査区でこの時代に関係する成果が得られた

（第２６図）。

　まず北調査区では、中期の方形周溝墓の周溝と考えられる溝や土坑などを確認できたが、調査

範囲の狭いことや後世に撹乱を受けていたこともあって、その実態は不詳な点が多い。ただし、

これまでの調査によれば、墓域の北限に近い地域であることは確かなようである。一方、南調査

区においても、狭長な範囲での調査であったが、竪穴住居や炉跡、土坑、溝、柱穴など中期を中

心とする遺構が数多く確認され、右京第２７９次調査地の東側にも居住域が連綿と続いていること

が明らかになった。検出された竪穴住居は、すべて円形の住居であること、その中に火災を受け
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たとみられる焼失住居のあること、時期もⅢ・Ⅳ様式を中心とすることなど、右京第２７９次調査

での様相と類似しており、住居の集密度が極めて高いことを改めて認識できた。さらに注目すべ

き成果としては、環濠と考えられる東西溝ＳＤ３９を確認できたことであろう。この溝は、わずか

３ｍ分しか検出していないが、同時期に調査が進行中だった右京第７５７次調査で確認された東西

溝ＳＤ２２と一連の遺構になることが判明し、両者を比較検討することによって環濠と判断したも

のである。環濠は、これまで数多くの調査がなされていながら、未確認だっただけに特筆すべき

ことで、桂川右岸域の弥生集落では前期の雲宮遺跡、後期の長法寺遺跡に次いで３例目の発見と

なった。この環濠の発見よって、居住域Ａの北限が確認されたことになり、今後それがどのよう

に巡って行くのかを追究する必要があろう。

注１）　岩崎　誠「長岡京跡右京第１６・２４次調査概要」『長岡京市報告書』第１４冊　１９８５年
　２）　戸原和人「長岡京跡右京第６１次調査概要」『長岡京市報告書』第１４冊　１９８５年
　３）　岩崎　誠「右京第２７９次調査報告」『長岡京市センター報告書』第４集　１９８９年
　４）　原　秀樹「右京第２９０次調査概報」『長岡京市センター年報』昭和６２年度　１９８９年　
　５）　原　秀樹「右京第３８２次調査概報」『長岡京市センター年報』平成３年度　１９９３年
　６）　岩崎　誠「右京第４０１次調査略報」『長岡京市センター年報』平成４年度　１９９４年
　７）　中島皆夫「右京第４９４次調査概報」『長岡京市センター年報』平成７年度　１９９７年
　８）　山本輝雄「長岡京跡右京第５２４次調査概要」『長岡京市センター報告書』第１３集　１９９９年
　９）　木村泰彦「長岡京跡右京第６９６次発掘調査報告」『長岡京市センター報告書』第２２集　２００１年
　１０）　木村泰彦「左京第２２３次調査略報」『長岡京市センター年報』平成元年度　１９９１年
　１１）　注２に同じ
　１２）　木村泰彦・山本輝雄・岩崎　誠『長岡京市センター報告書』第２６集　２００２年
　１３）　注８に同じ
　１４）　注１２に同じ
　１５）　『長岡京跡右京第７５７次調査現地説明会資料』　２００３年
　１６）　中島皆夫「右京第４６５次調査概報」『長岡京市センター年報』平成６年度　１９９６年

���������������������������������������������������２７
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第２４図　「永井直清公御在所城州神足之図」と近世の遺構配置図（１／２，０００）
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付表１　「永井直清公御在所城州神足之図」推定範囲内の遺構検出状況

調査面積
（㎡）文　　　献

調　査　成　果検　　出　　遺　　構神足之図
推定位置調査次数

特 徴 ・ 備 考畑作痕堀土坑溝井戸柵掘立柱建物

３，３８５市報告書第１０冊遺構少ない。元墓地か？有り１２畑右京���１０

９市報告書第１４冊攪乱のため詳細不明無記名宅地１６

２０市報告書第１４冊攪乱のため詳細不明無記名宅地２４

２３８市報告書第１０冊遺構なし畑２８

２００市報告書第１４冊外堀か？１３土塁・外堀６１

２７２市報告書第８冊細長い調査区で、遺構未検出足軽・武家屋敷６５

８０センター年報昭和５９年度
土塁裾溝もあるか？３御足軽町１７２

堀推定位置未調査外堀

５００センター年報昭和６０年度
足軽宅地から東西棟２棟３１２御足軽町１８７

南辺外堀１外堀

１，４００センター年報昭和６０年度三嶋、箕浦、村岡屋敷か？５３９武家屋敷２０９

８４センター年報昭和６２年度南北棟か？１御足軽町２６２

１３５センター年報昭和６２年度詳細不明３本丸内２７４

１，４６３センター報告書第４集本丸内区画柵有り３２２１０１本丸内２７９

１３８センター年報昭和６２年度北辺内堀の北辺に平行する柵１１本丸北辺堀２９０

３６７センター年報昭和６３年度詳細不明１１武家屋敷・卯道３０７

９８３センター年報平成元年度細川勝龍寺城北辺空堀を利用
して、南辺堀としたか？

１畑・藪３３９

６７９センター年報平成３年度小泉屋敷区画施設か？３１３武家屋敷３７７

１１２センター年報平成３年度無記名宅地区画から建物検出５１無記名宅地３８２

１，３８２センター年報平成４年度

南北棟、西庇または柵１１御足軽町４０１

南北棟１１御旗壱人

２期有り。後期６ｍ等間で同規
模南北棟５棟配置

１８２８御旗指八人

大僧、武山、多田、葛岡屋敷
の４区画か？

４５８武家屋敷

３１０センター年報平成５年度
建物は２時期１２２御足軽町４５１

土塁

４７６センター年報平成７年度
建物は、１間×１間の東西棟７１２１無記名宅地４９４

梁幅５ｍ、深さ１．５ｍ１本丸北辺堀

３３９センター年報平成８年度足軽町に南北棟２１１御足軽町５２４

４１６センター年報平成８年度出入り口施設か？２１２京口５３２

９３５センター報告書第１４・２６集有り茶屋口６０６

２６０センター年報平成１０年度高津、長田屋敷境か？４武家屋敷６０９

５３３０センター報告書第２６集

南北棟長屋２１２御足軽町６３０

宅地区画の柵１２武家屋敷

高麗門１２茶屋口

２２２５センター報告書第２６集
南北棟長屋４１２御足軽町６５４

宅地区画柵３５武家屋敷

５０センター年報平成１１年度柱穴群。建物の可能性有り。１足軽宅地６６９

１１００センター年報平成１２年度石組み井戸か？１御足軽町６８４

３２０センター報告書第２２集２列に平行する柵群。
内、２列は布掘り。

６無記名宅地６９６

１３８センター報告書第３１集１２外堀・土塁７４８

１５３センター報告書第３１集１内堀

４６２センター年報平成元年度若宮神社東辺か？２神社左京��２２３

２３，９５８合　計（㎡）８８２４３１０５６２７合　計
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第２５図　長岡京の条坊と遺構配置図（１／２０００）
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第２６図　神足遺跡の弥生時代遺構配置図（１／５，０００）
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付表２　報告書抄録

ながおかきょうあとうきょうだい７４８じはっくつちょうさほうこくふ り が な

長岡京跡右京第７４８次発掘調査報告書 名

副 書 名

長岡京市埋蔵文化財調査報告書シ リ ー ズ 名

第３１集シ リ ー ズ 番 号

山本輝雄・岩崎　誠編 著 者 名

財団法人　長岡京市埋蔵文化財センター編 集 機 関

〒６１７－０８５３　京都府長岡京市奥海印寺東条１０－１所 在 地

特 記 事 項主 な 遺 物主な遺構主な時代種別所 収 遺 跡 名

土師器、須恵器長岡京期都城長岡京跡

弥生土器、石器�片類溝弥生時代集落神足遺跡

近世勝龍寺城の外堀と

思われる遺構を検出

陶磁器堀江戸時代城館近世勝龍寺城跡

調査原因調査面積調査期間東　経北　緯
コ�ー�ド

所　在　地所 収 遺 跡 名
遺跡番号市町村

道路拡幅

工事
１３８㎡

２００２１００１

～

２００２１０２３

１３５°４２′�

１９″�

３４゚５５′�

１７″�

１０７

２６２０９
�長岡京市神足�
ながおかきょうしこうたり

二�丁目地内�
ちょうめちない

�長岡京跡�
ながおかきょうあと

（右京第７４８次北調査区）

８３�神足遺跡�
こうたりいせき

８４－２�近世勝龍寺城跡�
きんせいしょうりゅうじじょうあと

特 記 事 項主 な 遺 物主な遺構主な時代種別所 収 遺 跡 名

土師器、須恵器、黒色

土器、製塩土器、瓦

土坑、柱穴長岡京期都城長岡京跡

神足遺跡の環濠を初め

て検出

弥生土器、石器

土師器、黒色土器

竪穴住居、炉跡、

環濠、土坑、柱穴

カマド、柱穴

弥生時代

平安時代

集落神足遺跡

江戸時代城館近世勝龍寺城跡

調査原因調査面積調査期間東　経北　緯
コ�ー�ド

所　在　地所 収 遺 跡 名
遺跡番号市町村

道路拡幅

工事
１５３㎡

２００２１１２５

～

２００３０１１７

１３５°４２′�

１８″�

３４゚５５′�

１２″�

１０７

２６２０９
�長岡京市神足�
ながおかきょうしこうたり

二�丁目地内�
ちょうめちない

�長岡京跡�
ながおかきょうあと

（右京第７４８次南調査区）

８３�神足遺跡�
こうたりいせき

８４－２�近世勝龍寺城跡�
きんせいしょうりゅうじじょうあと
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図
版
一

長岡京跡右京第748次調査（北調査区）

北調査区江戸時代遺構全景（南から）



図
版
二

長岡京跡右京第748次調査（北調査区）

北調査区下層遺構全景（南から）



図
版
三

長岡京跡右京第748次調査（北調査区）

堀ＳＤ01全景（北から）



図
版
四

長岡京跡右京第748次調査（北調査区）

（１）北調査区江戸時代の遺構全景（南から）

（２）堀ＳＤ01屈曲部畦断面（南東から）



図
版
五

長岡京跡右京第748次調査（北調査区）

（１）堀ＳＤ01中央畦断面（南から）

（２）堀ＳＤ01北畦断面（南から）



図
版
六

長岡京跡右京第748次調査（南調査区）

（１）南調査区全景（北から） （２）南調査区全景（南から）



図
版
七

長岡京跡右京第748次調査（南調査区）

（１）竪穴住居ＳＨ47・ＳＨ52（東から）

（２）竪穴住居ＳＨ46・柱穴群（南東から）



図
版
八

長岡京跡右京第748次調査（南調査区）

（１）竪穴住居ＳＨ47（北から）

（２）竪穴住居ＳＨ46（南東から）



図
版
九

長岡京跡右京第748次調査（南調査区）

（１）炉跡ＳＸ50（北から） （２）炉跡ＳＸ51（南東から）

（３）環濠ＳＤ39（南西から）
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長岡京跡右京第748次調査（南調査区）

（１）土坑ＳＫ41（南西から）

（２）カマドＳＸ42（南から） （３）カマドＳＸ42の断面（北から）
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長岡京跡右京第748次調査（北調査区）

（３）北調査区出土土器類
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（１）堀ＳＤ01出土飛雲文軒平瓦 （２）柱穴Ｐ19出土粘板岩剥片
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長岡京跡右京第748次調査（南調査区）
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南調査区出土平安・長岡京期の遺物
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長岡京跡右京第748次調査（南調査区）
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南調査区出土弥生土器
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長岡京跡右京第748次調査（南調査区）
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南調査区出土石器
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